
提

出

者

阿

部

知

子

平
成
十
四
年
四
月
八
日
提
出

質

問

第

五

五

号

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
者
救
済
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
者
救
済
に
関
す
る
質
問
主
意
書

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
性
差
別
で
あ
る
ば
か
り
か
、
個
人
の
尊
厳
を
不
当
に
傷
つ
け
計
り
し
れ
な
い
権
利
侵
害
を
及

ぼ
す
。
人
事
院
が
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
を
目
指
し
て
一
九
九
八
年
人
事
院
規
則
一
〇－

一
〇
を
制
定
し
運
用
し

て
い
る
こ
と
は
、
内
容
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
よ
り
積
極

的
な
防
止
と
合
わ
せ
、
現
状
で
は
不
十
分
な
被
害
者
の
権
利
回
復
を
よ
り
一
層
進
め
る
べ
き
と
考
え
、
以
下
に
つ
い
て
質
問
す

る
。

一

人
事
院
は
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
過
去
五
年
間
に
処
分
し
た
九
七
名
の
事
例
内
容
に
つ
い
て
示
し
、
こ
の
よ
う

な
事
例
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
政
府
の
見
解
を
示
せ
。

二

過
去
五
年
間
に
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
処
分
と
し
て
免
職
・
停
職
・
減
給
戒
告
処
分
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外

に
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
原
因
で
配
置
転
換
等
の
人
事
異
動
措
置
を
ほ
ど
こ
し
た
事
例
等
は
あ
る
の
か
、
あ
る
と
し

た
ら
何
件
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
そ
の
中
で
加
害
者
と
被
害
者
が
同
一
職
場
の
事
例
は
何
件
あ
る
か
。

三

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
は
、
加
害
者
の
処
分
も
重
要
で
あ
る
が
、
被
害
者
の
権
利
回
復
が
十
分
で
あ
っ
た
か
ど
う

か
が
、
き
わ
め
て
重
要
と
考
え
る
。
過
去
五
年
間
の
事
例
で
、
被
害
者
や
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生
し
た
職
場
の

一



定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
の
調
査
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
、
な
い
と
し
た
ら
何
故
か
、
被
害
者
の
権
利
回
復
と
い
う
側

面
か
ら
人
事
院
規
則
一
〇－

一
〇
は
十
分
と
考
え
る
か
。
政
府
の
見
解
を
示
せ
。

四

人
事
院
の
指
針
で
は
、
加
害
者
に
は
「
十
分
な
弁
明
の
機
会
を
与
え
る
」
と
あ
る
が
、
被
害
者
側
に
は
明
文
化
さ
れ
て
い

な
い
。
事
実
認
定
の
調
査
段
階
か
ら
、
で
き
る
限
り
加
害
者
側
の
主
張
等
を
被
害
者
に
知
ら
せ
、
被
害
者
側
の
反
論
や
主
張

の
機
会
を
保
障
し
な
け
れ
ば
不
利
益
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
配
慮
は
指
針
で
は
不
十
分
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示

せ
。

五

人
事
院
規
則
の
セ
ク
ハ
ラ
の
事
実
認
定
は
、
被
害
者
側
に
立
証
責
任
が
課
さ
れ
て
い
る
。
セ
ク
ハ
ラ
は
密
室
な
ど
で
の
出

来
事
も
多
く
、
被
害
者
の
み
に
立
証
責
任
を
負
わ
せ
る
の
は
酷
で
あ
る
。
加
害
者
と
被
害
者
と
の
上
下
関
係
、
力
関
係
の
差

等
を
考
慮
す
る
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
加
害
者
側
の
立
証
責
任
を
求
め
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。
政
府
の
見
解
を
示
せ
。

六

平
成
一
二
年
三
月
に
人
事
院
が
示
し
た
懲
戒
処
分
の
指
針
に
つ
い
て
は
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
身
体
的
暴
力
に

つ
い
て
量
刑
が
重
く
さ
れ
て
い
て
、
言
葉
に
よ
る
セ
ク
ハ
ラ
行
為
は
軽
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
の
被
害
者
の
ダ
メ
ー

ジ
は
、
言
葉
に
よ
る
セ
ク
ハ
ラ
行
為
だ
け
で
も
心
身
に
多
様
な
形
態
の
症
状
を
伴
い
、
働
け
な
く
な
っ
た
り
、
周
囲
と
の
人

間
関
係
が
全
て
壊
さ
れ
た
り
で
、
経
済
的
、
社
会
的
ダ
メ
ー
ジ
も
き
わ
め
て
広
範
で
あ
る
。
よ
っ
て
量
刑
は
被
害
者
が
受
け

二



た
ダ
メ
ー
ジ
を
重
視
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
せ
。

七

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
事
件
と
し
て
係
争
中
で
あ
っ
て
も
、
被
害
者
か
ら
の
相
談
が
あ
れ
ば
三
権
分
立
の
原
則
に

の
っ
と
っ
て
、
行
政
と
し
て
は
人
事
院
規
則
に
基
づ
き
相
談
に
応
じ
調
査
し
、
行
政
処
分
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

八

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生
し
た
場
合
及
び
被
害
者
か
ら
の
訴
え
や
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
被
害
者
の
安

全
確
保
を
最
優
先
し
て
「
加
害
者
と
顔
を
合
わ
せ
た
り
接
触
し
な
く
て
も
い
い
状
態
を
保
障
す
る
」
こ
と
や
「
加
害
者
側
に

通
勤
経
路
等
を
変
更
さ
せ
る
」
こ
と
や
「
被
害
者
の
仕
事
や
研
究
の
継
続
が
保
障
さ
れ
る
」
こ
と
や
「
加
害
者
以
外
の
人
と

の
人
間
関
係
が
継
続
さ
れ
る
」
こ
と
等
々
の
権
利
回
復
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
せ
。

九

人
事
院
規
則
の
苦
情
相
談
の
対
象
は
、
原
則
と
し
て
職
員
間
に
な
っ
て
い
る
が
、
セ
ク
ハ
ラ
は
加
害
者
の
み
が
国
家
公
務

員
の
場
合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
元
職
員
や
元
非
常
勤
職
員
か
ら
の
苦
情
相
談
も
受
け
、
事
実
調
査
を
実
施
す
べ
き
と
考
え

る
が
政
府
の
見
解
を
示
せ
。

十

人
事
院
及
び
各
省
庁
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
苦
情
窓
口
で
、
過
去
一
年
間
に
相
談
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
事
例
が

何
件
あ
る
か
、
そ
れ
ら
の
事
例
内
容
と
理
由
を
示
せ
。

十
一

人
事
院
及
び
各
省
庁
に
お
い
て
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
は
受
け
た
が
、
加
害
者
が
被
害
者
と
の
合
意
説
を

三



主
張
し
、
第
三
者
の
目
撃
証
言
に
基
づ
い
て
処
分
さ
れ
た
事
例
は
過
去
五
年
間
で
何
件
あ
る
か
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
目
撃

証
言
重
視
と
な
り
、
結
果
と
し
て
被
害
者
の
権
利
回
復
が
図
れ
な
い
場
合
も
出
て
く
る
。
被
害
者
の
証
言
や
被
害
者
が
受
け

て
い
る
ダ
メ
ー
ジ
を
重
視
し
た
処
分
こ
そ
が
重
要
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
示
せ
。

十
二

人
事
院
は
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
し
、
各
省
庁
か
ら
独
立
し
た
準
司
法
機
関
と
し
て
十
分
に
機
能
し
て
い
る

と
考
え
る
か
。
ま
た
人
事
院
と
し
て
の
限
界
と
課
題
に
つ
い
て
、
見
解
を
示
せ
。

十
三

人
事
院
規
則
一
〇－
一
〇
は
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
で
は
な
く
禁
止
規
則
と
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
よ

う
な
見
解
は
持
っ
て
い
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

四


